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と
の
子
等
は
、

こ
の
子
等
は

正
し
い
教
育
の

姿
勢
に
も
と
づ
き

姿
勢
正
し
く
、

す
く
く

と

伸
び
で
行
く

村
の
宝
、
国
の
宝

村
を
動
し
、
国
を
動
す

原
動
力
の
保
有
者

新
玉

の
年
を
迎
え
、

愛
の
手
で

ぃ
つ
く
し
み
の
手
で

十
幾
星
霜
見
守
つ

こ
の
子
等
、

村
の
宝
、
国
の
宝

豊
　
水

新
年
の
こ
と
ば

蓬
田
村
長

武
　

井
　
　
一
　
　
郎

謹
し
ん
で
村
民

の
皆
様
に
新
年

の
ご
挨
拶
を
申

上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
村
政

の
け
じ
め
と
も

言
う
、
財
政
の
確

保
に
将
又

諸
事
万

一
端
、
村
議

会
及

び
各
機
関
を
経
て

県

と
密
接
な

る
提
携

を
な
し
、
良
識

と
’

－

・

ご
理
解

を

い
た
だ
き
、
総
て

が
円
満

に
整
堋
さ
れ
て
参

り
夏
し

た
の
も
村

民
各
位
の
ご
協

力
の
賜
と
深
く
感
謝

申

上
げ
ま
す
。

一
年
新

ま
つ
て
望

み
多

き
昭

和
三
十

九

年
の
新
春
を
迎
え

る
に
あ

た
り

、
皆

様
の

ご
清
福

と
ご
繁
栄
を

心
か
ら
お

祈
り

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

一

本
村

と
し
て

ま
す
考
え
さ

ざ
ら
畆
る

こ
と
は

、
も
つ

と
も
多
い
財
政
の
基

盤
で
あ

る
農
業
技
術
の
向
上
で
あ
ろ

と
信
じ
ま
す
。
沂
頃

出
稼

労
務
者
の

多
い
今
日
労
働
力

の
面
で

は
言
う
に

及

ぱ
ず
、
就
中
昨
年
以

上
の
冷
害
危

險
性

の
ち
る
年
と
伺
つ
て

い
ま
す
が

そ
’も
そ
も
晨
家

に
あ
つ
て

は
、
多
種

多

様
に

ご
苦
労

ゼ
ら
れ
て
い

る
こ

ヱ

は
申
す
ま
で
も
鉐
り
ま

。巴
も
。

大
正

二

年

の

凶

作

邵
仄

に

等
し

い

気

象

条

件

に

あ

る

と
き
に
品

種

の
選

択

と
施

肥

改

善

管

理

防
除
な

ど

が

合
致

だ
れ

ば

な

ら

ん

こ

と
に
な
り

ま
す

。

一
概

に
す

べ
て

は

出
来
な

い
ま

で

も

経
営

を
豊

な

ら

し

め
荅
た

め

に

は

ま

に

ま

だ

基
本

か
ら

考
え
て
行

く

必
要

が

あ

る

と
思

い
ま

す
「

村

政

の

重

責

を
擔

っ

て

以

来

、
八
ヶ
月

も

経

過

し

ま
し

た

が

、

身

心

廴

匹
に
村

政

行
政

に
及

ば

す

と

も

、
発
万
を
期

す

る
為

に
も

皆

様

方

の

健

仝
方

ろ

ご
意

志

に

。

勾
る

と

信

ず

る
も

の

、
あ

り

ま

す

。

い
か

に

散
慢

な
こ

と
匹

を

要

求

さ

れ

て

も
村

と
し

て

は

財
Ｊ
に

も

限

り

澎

リ
ヽ

昭

和

三

十

三

年
に
来

考

朽
又

は
・

尨
険

校

舎

と
、

県

並
に

文
部

省

よ
り

。

か
れ

て

数

回

勧

告

を
寸
け

っ

っ

あ

る

に
合

説

も

Ξ
ヶ

年
既

」
の

方

、

放
任

さ
れ

て

参

り

ま

し

た
い
、

そ

の

状

態

は
昭

和

三

十

六

年

度
に

お
い

て

中

沢

扠
は

一
万

点

を

対

軋

゛
し

た

場

合
四

卞
百

三

十
点

、

蓬
田

作
に

あ

っ

て

は

四
千

五

百

点

と
何

れ

七
新
築

も
し

く

‘

は
改

築

を

要

す

る

も

心
で

あ
り

ま

す

七

治
去

昭

和

三

十

三

年
に
は

こ

の

二

校

’

枕
合

が

議

決

さ

れ

て

七
り

、

以

来

諸

一

種
の

条

件

が

問

題

と

七
て

ゆ

き

悩

み
一

現
在

に

及

ん

だ

も

の
ｔ
あ

り

ま

ず
が

。

始
局

敷

地

な

ど

が

最

沌
な
難

点
で

あ

っ
て

、

こ

れ

に
つ

い

て
も

議

会

を

併
・

包
調

査

を
行

な

っ

て

い
る
訳

で

あ

り

ま

す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

時
世

の
饂

き

に

呼

応

し
て
懸

案

の
即

題

は

村

民

各

位

の

ご

理
解

と
村

議
胤

の

潔

白

な

る
良

識

等

を
得

て
実

際

に
一

朽

乏

せ

る

本
題

を

解

決
し

て

堅

実

に
‐‐ ‐

諾
行

政

を
円

滑

な

ら
し

め

た

い

所
作

で

あ

り

ま
す

。
　
　
　
　
　
　
　
　

一

そ

れ

に
し

て

も

皆

様

方

を

代
表

す

る

議
会

を
尊

重

し
て

、

村

財

政

の
出

来

得

る
範

囲

内

に

お
い

て

最

大

の

効
果

を

あ

ぐ

べ
く

覚

悟

で

あ
り

ま

す

。

そ

の

他

村

政

全

般

に

わ

た
り
充

実

と

改

善

に
最

大

の

努

力

を

傾
け

た

い

所

存
で

あ

り

ま
す

の
で

、
何

卒

倍
旧

の

ご

指
導

と

ご
援

助

を
罔

り

汢
す

よ

う

ぉ

願

い
申

上

げ

、
明

け

ゆ
く

本

年

は

全
村

民

健

や
か

に

し

て

最

良
の

年

で

あ
り

ま

す

よ
り

心

か

ら

お
祈

り

卜

て

ご
挨

拶

と
致

し

ま

す

。

匸
期
十

二

日
　

｀゙ヽ
’
七

日

亠

翁

挧

｀

十
二
月
定
例
議
会
開
く

三
十
七
年
度
決
硲

隷

さ
る

［

無
百
計
繰
越
額

六
百
五
十
万
岡

去
る
十
二
月
十
二
日
蓬
田
村
議
会

が
召
集

さ
れ
ヽ
ズ

蔔

を
六
日
間

と
定
め
三
十
七
年
匳
一
般
会
計
．
特
別
会
計

奸

計

皿

濆

表
決
算
書
を
公

表
す
る
わ
け
予

が

紙
面
の
都
合
で
款
項
に
止
め
蔽

、

村
民
の
皆

さ
ん
が
目
、
節
は
ゾつ
か

つ
て

い
る
か
知
り

た
い
方

は
七
洛
の

村
会
議
員

か
ら
説
明

を
き

い
て

ょ

い
し
、
な
に
か
の
つ
い
で
に
箍

役

場
の
方
へ
μ

す
れ
て

も
説
明
亡

麦

す

。
伺

卒
御

了
承
願
い
ま
す
。

決

算
書
は
裏
面

を
ご
覧
下

さ
い

女
子
奢
年
建
設
班
開
講
さ
る

〆
　
　一』丶

罵

分

要

望

に

応

え

あ

み

も

の

教

室

新

設

す

八
年
度
に７
す
寢
設
班
鬨
設
に
っ

、
に
開

か
れ
た
臨
時
村
腦
会
に

づ

昆

宍

１

に

・

’

付
予
算

を
議
。戻

丁
々
一

月
巾
に
鬨
貯

準
備
も
終
ユ
マ
二
月
二
日
開

講
の
邏

び
と

な
っ

ぢ

今

年
は
特
に
。ぐ
み
も
の
教

室
か
併
設

し

、
そ

の
熬

に
を
計
っ

た
占
ば

特
質

と
云
え

さ

寺
　

’↑

あ
み
も
の
紅
籘

は
ヽ

和
洋
裁

学
級
開

設
当
時
か
収
、
そ

の
併

設
の
呼
燉
炉

あ
っ
た
が
、
収
容
す

る
教
室

が
な
く

今
日

ま
で
要
望

に
応
え

る
こ
と
が
出

来
ず
に
来
だ
が

、
幸
い
名
古

屋
蓬

田

小
学

校
長

の
好
意

に
ょ
い
二

宮一
を
与

え

て
貰

い
、
整
備
の

上
三
年
が
か
り

の
要

望
に
応
え

ろ
こ
と
が
出

来
μ

。

な
に
せ
県
下

に
一

つ
し

か
な
い
女
子

の
勉

強
の
塲
ゆ
え
他

町
村

の
羨
望

を

浴
び
な
が
ら
毎

日
勉

強
に
い
そ
し
ん

で

い
る
。

擂
癪
員
　

坂
本
明
子

先
生
、

諧
　
　

師

和
裁
　

名
古
屋
そ

よ
先
生
。

洋
覦
　
下

山
幸
子
先
生
、

一
心
み
も
の
　

越
田
恵
津
子

芫
拙

迴
挙
管
理
委
員
会
組
織
会
終
る

委
員
長

柿

崎

喜

代

作

村
選
管
委
員

が
妊
期
満
了
に
ょ
り
。

十
一
日
臨
時
村
議
会
に
お
い
て

推
選

承
認

さ
れ
た
各
委
員

は
、
去

る
十
二

涓
七
日
組
織
会

を
開
き
委
員
長
柿
崎

・喜
代

作
氏
を
選
任
し
た
。

一
〇

委

員
長
　

柿
崎
喜
代
作

委
員
　
　
川
島
　
勝
男

委
員
　
　
村
上
弥
五
郎

委
員
　
　
山
舘
定
五
郎

蓬
田
村
ポ
ン
プ

自
動
車
入
魂
式

十
一
月
十
八
日
十
時
蓬
田
小

学
校
校

庭
に

お
い
て

蓬
田
村

ポ
ン

プ
自
動
車

の
入
魂
式
を
行

う
。

隧
入
価
格

二

六
八
〇
、
〇
〇

〇
円

車
台
及
び
機
関
名
称

一
九
六
四

岼
式
ト

ヨ
タ
Ｆ
Ｊ
四

五

消
防

シ
ャ

シ
ー

ポ
ソ
プ
型

式
、
規
格

複
式
高
圧
三
段

タ
ー
ビ
ソ
Ａ
二
級

役

場
印

章
規
定

改
正

一

月
一

日
よ
り
役

場
印
章
を
改
定

横
贍
き
に
し
μ

か
ら

よ
ろ
し
く
。

蓬

田

小

唄

吉
　
田
　

桃
　
里

（

在
六
ヶ
所
村
幸
畑

一
、
花
な
ら
ば
　

蓬
田
に
咲
け

ア
ノ
嵐
な
ら

此

処
の
人

情
に
や

白

浪
の

誰

も
ネ
　

誰
も
知

ら
な
い

と
こ
に
吹
け

コ
ノ
嵐
な
ら

二
、
百
千
烏
　
唄

い
里
人

・
　
　
　
ア
ノ
黄

金
花

一
　
　
　
　
空
は

青
空

一
　
　
　
　
　
　

白
雲
の

‐‐
　
　
　伴

も
ネ
僕
も
　

踊
り
の

一
　
　
　

輪

に
な
ろ
か

コ
ノ
黄

金
花

三

、
さ
く

ら
げ

な
　

ま
ね
く

か
さ
松

ア
ノ
花

の
宴

・
　
　
　
　
陽

心
旱

や
西

か

白
露

の

老
も
ネ
　

老
も
若
ぎ
も

観
音

も

コ

ノ
花
の

宴

四
、
玉
松

や
　
狆
行

く
船
の

ア

ノ
舟
し
る

べ

着

い
て
見

や
ん
せ

白
砂
の

君

を
ネ
　

君

を
松
風

外

が
浜

コ

ノ
舟
し

る
べ

五
、
名
月
に
　

み
の
り
捧
げ
て

ア
ノ
幸

の
村

そ
ぞ
ろ
歩

き
は

白

宵
の

あ
な
た
ネ
　

め
な
た
ま
か

ゼ
の

影

の
よ
さ

コ
ノ
幸
の
村

六
、
上
人
の
　

み
手
を

入
れ

飮
る

ア

ノ
弥
陀

の
川

今
も
流

れ
て

白
妙

の
人

よ
ネ
人

よ
　
念
ず

る

法（

の
り
）
の
み
ち

コ
ノ
弥
陀
の
川

七
、
堀
の
水
　

時
は
流

れ
て

ア
ノ
タ
時
雨

縫
ふ

や
太
草
を

白

糸
の

姫

よ
ネ
　
姫

よ
大
舘

小

舘
原

コ
ノ
タ
時
雨

八
、
梵
珠
山
　

眺
め
巡
ら
な
る

ア

ノ
愛
（

い
と
）
錦

そ
れ
も
何
時
し
か

白
雪
の

織
女
ネ
　

織
女（

お
り
め
）

い

づ
こ
ぞ

夢

の
を
さ

コ
ノ
愛
錦

謹 賀 新 年 昭和三十九年元旦

气‐
Ｉ
１ｊＪ
ＩＩ

１

！
ｉ
ｉＳ
・Ｉ

Ｉ
丶ｉ
ｌ″ヽ
　

’

‘・
　
　
一

蓬

田

村

長
　

武
　

井
　

一
　
　

郎

助
　

役
　

田
　

中
　

一
　

雄

収

入

役
　

八

二

尸

兪

次

郎

潔

鱆

黒

柿

崎

喜

代

作

外

職

員

一

同

蓬
田
村
教
育
委
員
会

委

員

長

細

谷
　

与

三

郎

委
　

員

久

慈

留

太

郎

坂
　

本
　

甚
　

芦

八
　

幡
　

邦
　

綰

教

育

長
　
森
　
　
　

光
　
　

秀

公
民
舘
長
　
坂
　

本
　

豊
　

水

連
青
団
長
　
下
　

山
　

嘉
　

幸

婦
人
会
長
　
森
　
　
　
　
み
　
　

さ

村
　

議
　

会
　

謳
　
・員
　
　
　
　

（
順
不
同
）

議
　

長
　

椨
　

水
　

専
　

造

副

議

長
　

越
　

田
　

長

太

郎

議
　

員
　

坂
　

本
　

貞
　

教

坑

本

孫

九

郎

松

本

倉

五

郎

藤

本

清

太

郎

倉
　

谷

初

太

郎

森
　
　
　

初
　
　

男

八
　

戸
　

要
　

助

武
　

井

己

之

吉

大
　

宮
　

金
　

助

加

藤

喜

代

作

山
　

舘
　

誠
　

弘

久
　

慈
　

倉
　

雄
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昭和三十七年度蓬[lj村一般会計歳入歳ｎ決算総括表(才入)

ｌ　　 ‾

飫　　　　　項

予　　算　　 現　　額 調　　　　 定　　　　 額 又　　入

li　　額

収　　 入

未 済 額

予算現額に

比 し 増 減
当初予 算

追　　加
更正予算

計
前年度以
前繰越額

現 年 度 計

１　村　　　　　 税

?

V

地 方 交 付 税

C

.財　産　収　入

1Ｇ 使用料及手数料

７ 国 庫 支 出 金

8　県　支　出　金

11 繰　 越　 金

丿 雑　 収　 入匸

。

9,685,620

18,000,000

10,000

418,000

655, 728

1,259,550

L 000, 000

199,310

31,228,208

713,340

6,324,002

ご 諤

よ こ

△　48,215

10,713.217!

10,398,960

24,324,000

10,000

421,900

1,293,401

1,775,675

3,566,394

151,095

41,941,425

1,375,664

0

0

0

0

0

0

0

1,375,664

11,789,334

25,732,000

9,000

458,530

1,283,873

1,928,681

3,566,494

056,356

45,124,268

13,164,998

25,732,000

9,000

458,530

1,283,873

1,928,681

3,566,494

356,356

46,499,982

11315,180

25732,000

9,000

378,430

1283,S73

1 ,^28,681

3,166,494

156,356

45,(70,014

1,349,818

0

0

80,100

0

(〕

C

C

1,429,918

1,416,220

尸 で二

パ ニ

153,(;22

二 二

,づμ亅ﾉ

項

二_

議 会 費

役 場 費

消　防　費

土　 木　費

教　育　費
社会 及労働
施 設 費
保険衛生費

業゙経済費

産　費

'調 査費

忝　費

１ 公　債　費
に

。 。

５　備　費

予　　　　 算　　　　 額 洸　 用

増咸 額

予　　 算

現　　 額

支　　 出　　 額

不 明 額

節

当初予算
追加更正

予　 算
計 支出済 額 計 予算現 額 支出済額

1,550,360

11,695,380

グ934,900

517,500

6,499,178

569,800

704,160

2,899,790

1,796,250

29,700

414,900

2,231,728

2,287,000

97,562

Q1　9りQqnR

554,340

2,362,209

84,400

1,059,536

3,849,040

153,320

450,000

969,957

622,405

65,800

64,100

△　34,109

330,120

182,099

1n 719 217

2,104,700

14,057,589

1,019,300

1,577,036

10,348,218

723,120

1,154,160

3, 869, 747

2,418,655

95,500

479,000

1,197,619

2,617,120

279,661

41,941,425

18, 360

△18,360

2,104,700

14,057, 589

1,019,300

1,577,036

10,348,218

723,120

1,154,160

3,869,747

2,418,655

95,500

479,000

1,215,979

2,617,120

261,301

41,941.425

1,988,152

13,170,634

902,998

1,160,583

10,023,173

653,322

623,029

3,395,930

2,336,938

42,970

475,988

1,215,979

2, 578,309

38,568,005

1,938,152

13,170, 634

902,998

1,160,583

10,023,173

653,322

623,029

3,395,930

2,336,938

42,970

475, 988

1,215,979

2,578,309

38,568,005

1T6,548

886,955

116,302

415,  453

325.045

65,798

531,131

473,817

81,717

52,530

3,012

0

38,811

261, ≫01

3,373,420

2,104,700

14,057,589

1,019,300

1,577,0.36

10,348,218

723,123

1,154,160

3,869,747

2,418, 655

95,500

479,000

】,215,979

2,617,120

261, 301

1,988,152

13,170,634

1

902,998

1,160,58 ≪

10,023,173

653,322

623,029

3,395,930

2,336,938

42,97( 〕

475,988

1,215,979

2,578,301

41,941, 425138,568, OOE

昭 和7 年度　 才 入 令 計　45,070,014
昭和37年度　 才　出　合 計　33,568,005

差　引　残　金　6,502,  009円 翌年度繰越

11-j゙IM-'| ,ふ　　　ー ●･　　･'
昭 和37 年 度 蓬 田 村 国 民 健 康 保 険 事 業 事 業 勘 定 才 人 決 算 総 括 表

(才入)廴孑 ∧.X　　r い`　11- に゙ ’　 ●　″⌒ ゛~　　　　　　 　 ‾

洋 二

一犬,
万/

頃

予　　算　　 現　　 額 調　　　　 定　　　　 額

収 入済額
収　 入

未 済 額

予算現額
に比し7こ
増　　 額

当 初予算O
宍 斗　　

前 年 度 以

薛，　　　前 繰越 額

.‘゙ぶ 一匹

現 年 度

--〃-- 〃- ㎜’

計

- a a a X S ' r ･ 7

3,504,660

17,280

15,900

5,149,266

834,416

102,OSO

9,623,602

4,596,910

17,280

15,900

5,149,266

804,416

102,080

10,705,S52

3,996,350

17,280

15,900

5,149,266

834,416

102,030

10,115,292

590,560

590,560

△　24,450

5,900

△　71,03(〕

52,080

△　37,50C

し匹レ テ

｀ainJﾘ,ouu'| 270,000 4,020,S00 陷･082,250

17,280　　　　　　0　　　17,280　　
丶

10,000

1　　　　　　

0　　　10,000

4,623,200　　　97,096　5,220,29

リ

267,347　　 弱7,069j　　834,416

50,0叨j　　　　　o1　　50,000

?･718･627 1,4:34,16510,152,792　1,082,250
吋 ‾田 ‾y

厂 二 予　　 算

現　　 額

支　　　 出　　　 額

不　 用　 額

当 初 予 算 追加更正予算 計 支 出 済 額 計

１

叢

大4

役　　 場　 費

保 険 施 設 費

保 険 給 付 費

公　　 債　　費

諸　支　出　金

予　　 備　　費

計

1,205,630

226,230

7,10り,000

75,000

99,000

12,767

8,718,627

36,235

66,228

880,000

0

151,000

300,652

1,434,165

1,241,915

292,45S

7,980,000

75,000

250,000

313,419

10,152,792

1,241,915

292,458

7,980,000

75,000

250,000

313,419

10,152,792

1,158,107

278,433

7,382,308

64,230

236,686

0

9,119,774

1,158,107

278,433

7,382,308

64,230

236,686

0

9,119,774

83,808

14,025

597,682

10,770

13,314

013,419

1,033,018

事業 勘定　　 昭 和j7年 度才人 旨訂　　10,115,292
昭和37年度才出合計　　9,119,774 差引残金　995,51S円翌年度へ繰越

昭和37年度蓬田村国民健康保険事業直診勘定才入才出決算総括表畝 入）
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５

冖
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亠
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０
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１

９
　

４
　

０
　
　
　
　
　

２

１

月

９
　

２
　

０
　
　
　
　
　

６
　

６

ｒ
り
　

ｌ
　

″
り
　
　
　
　
　

３
　

８

３
　

４
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０
　

５

ｓ
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０
　

９

Ｑ
亠
　
９
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１
　
　

４
４

△
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征才 出 ）

斟　=91

甲丶s．聶

吼 二 八

壥 諸 ｔ 出 金

1 二ゃ　 １　 費
靡　 ９

首 ¬ 臘m 叫

予　　　　 算　　　　 頷
予算決定 後
増 加 額 予　　 算

現　　 額

支　　 出　　 頷

不 用 額当 初予算 追加更正
予　　 算 計 支出済額 計予熊費支出額

9,003,062　　3,941,938　12,945,000!

23,760

j　　　　　

9,600　　　　-33,360　　　　　　460

18,178 △　　　278　　17,900 △　　　460

9,045,0001　　3,951,260'　12,996,2601

12,945,000

33,820

17,440

12,996,260
-

-12,461,003

33,820

0

12,494,823
-

12.,  461,003

33,820

0

12,494,823

483,997

17,440

501,437

昭和37年度才出合計　12,494,823 差引残金　5,576円翌年度へ繰越

三
十
九
年
度
成
人
式

一
月
十
五
日
例
年
通
り
行
う

大

人

の
仲
間

入

り

九
十
五

名
（
二
育
二
十
日
現
在
）

昭
和
三
十
九
年
度
、
成
人
に

な
る

名
簿
作
成
を
急
ぎ
、
こ
の
程
十
二
月

二
十
日
を
以
て

完
了
し
た
。

蓬
田
村
に
在
住
す

る
大
人
の
仲
間
入

り
す

る
有
資
格
者
は
九
十
五
名
と
な

っ

た
。

こ
肛
等
の
若
人

達
を
村
民

こ
ぞ
っ
て

お
祝
い
ず
べ
く
、
来
る
一

月
十
五
日

成
人
の
日

を
記
念
し

、
蓬
田
小

学
控

女
子
青
年
建

設
班
教
室
に
お
い
て

お

呪

い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し

北
。
当

日
は
成
人
に
な
ら
れ
る
方
は
全
員

ぽ

席
。
成
人
と
な
ら

れ
れ
こ

と
を
自
覚

し

、
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を

心

念
下
さ

る
よ
う
御
願

い
申
し

上
げ
ま

す
。

今
迄
成
人
に
な
ら

れ
る
ま
で
育
成
下

さ
っ
た
父
兄
の
方

々
も
当
日
出
席
し

共

々
お
祝
い
下

さ
る
よ
う
御

案
内
申

し
匕
げ
ま
す
。

一Ｌ

の
一

票

ら
洩

今

い
る
禀

む
つ
む
ら
遠
慮
な
く
公
民

舘
事
務
局

■Ｍ

で

申

し

入

れ
願

い

ま
す

。

戌

人

名

簿
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憲
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太
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惣
　

吉
　
　

り

坂
本
　

武
躬
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″

畠
山
　

義
行
　
周
次

郎
　
　

り

高
田
　
　
匸
男
　
才
　

蔵
　
　
　
″

阿

保
　
芳
絋
　

サ
　

ダ
　
　

瀬
辺
地

木
戸
　

一
義
　

義
　
雄
　
　

″

越
田
恵
美
子
　
助
太
郎
　
　

″

葛

西
　
勝
次
　

藤
太
郎
　
　

り

越
田
　

俊
次
　

繁
　

一
　
　

り

良
二
　

喜
三
郎
　
　

″

贈

？

ｍ
　

〃

小

山
　
美

奈
　
り
　

さ
　
　

り

飯

田
　
　

泰
　
勘
　

作
　
　

″

杰

尸
　
敏
子
　

政
次
郎
　
　

り

久
慈
　

睦
子
　

健

次
郎
　
　

り

飯
田
　

清
子
　

子

之
松
　
　

″

飯
田
　

良
子
　

松
太
郎
　
　

り

杢

尸
登
志
男
　

兵
太
郎
　
　

″

山
舘
　

輝
子
　

文
　

作
　
　

″

柿

崎
マ
ツ
ヱ
　
岩
　

吉
　
　

広
　

瀬

久
保
田
　

勝
　

由
　

松
　
　

″

田
中
日
成
子
　

一
　

雄
　
　

り

山
田
　

清
光
　

久

慈
ひ

さ
　

″

越
田
　

初
代
　

三
之

吉
　
　

″

一
越
田
長
四
郎
　

翁
太
郎
　
　

″

阿

保
　
雪
男
　

惣
　

吉
　
　

″

佐
井
伊

佐
子
　

幸
四
郎
　
　

″

田

中
喜
代
吉
　

吉
右
衛
門
　

″

天
内
　

幸
子
　

リ
　

ツ
　
　

″

佐
井
　
勝
治
　

豊

次
郎
　
　

″

柿

崎
　
重
一
　

カ
　

ヨ
　
　
　
リ

川

崎
　
弘
美
　

丑
太

郎
　
　

″

一
稲
葉
　
　

清
　

清
之
亟
　
　

高
　

根

佐
井
　
　

修
　

ひ
　

さ
　
　

″

八
幡
　
　

勝
　

多

次
郎
　
　

″

稲
葉
　

文
男
　

勲
　
　
　
　

″

新

年

を

迎

え

て

村

民

の

皆

様

新

年

御

目

出

度

う

御

座

い
ま

す

。

昨

年

度
は

誠

に
多

事

多

難

な

年

で

あ

り

ま
し

た
。

一

部
村

民

の

皆

さ

ん

に

は
犯

罪

や

事

故

の
被

害

を

う

け

た
方

も

御

座

い

ま
し

て

誠

に

い
か

ん

に

思

い
謹

し

ん

で

心

か
ら

御

見

舞

申

し

上

げ

ま
す

。

自
分

に

と
っ

て

、

昨

年

は

不

幸

で

あ

り
又

不

満

な
年

で

あ

っ

た

と
し

て

も

今
年

こ

そ

は

幸
福

で

あ
り

満

足

な

年

で

あ

る

よ

う

に

と

仕
事

の

上
に

新
し

い
設

計

や

家

族

計
画

を
打

ち
立

て

る

我

々

に

勇

気

と

大
き

な

希
望

を

与
え

て

く

れ

る

の

が
正

月

で

す

。

今
年

も
・

又

、
村

民

の

皆

さ

ま

と

住
み

よ

い
明

る

い

村

を

つ

く

る

た

め

に
蓬

田
村

総

ぐ

る

み

の
防

犯

運

動

計

画

を

い

た
し

た

い

と
思

い

ま

す

。
何

分
宜

し
く
御

一
協

力

を
願

い

ま

す

。
　
　
　
　
　
　

一
一
い
走
る
凶

器

と
い
わ

れ

る
交
通

事
淕

を
追
放
し

ま
し

よ
う
。

※

よ
っ
ば
ら

い
運

転
、
無
免
許
運
舫

等
に
よ
乙

引
き
逃

げ
事
故
が
非
常

に
多
く
か
、つ
て

、い
ま

す
。
運

転
中

は

酒
を
飲

ま
な
い
事

、
又
運

転
者

に
酒

を
す
す

め
な

い
事
。

※
子
供
を
泣

路
で
遊

ば
せ
な
い
よ
う

に
し

ま
し
ょ

う
Ｑ

・
※
道

路
を
横

匐

る
時
は
右

を
見

、
左

を
見
、
又
庇

を
見
て
か
ら
通

り
ま

し
よ
う
。
　

‘

※
踏
切
を
通
過

す

る
自
動
車
そ
の
他

の
車
は

必
ず
一

時

停
車
し
ま
し

よ
・

口

盗
難

と
火
災
事
敵

を
防
ぎ

ま
し

よ

※
泥
捧

は
裏

か
ら
窓

か
ら
心
の
油
断

か
ら
で

す
Ｏ

必
ず
戸
締

を
し

ま
し
よ
う
。

※
防
犯

灯
を
ふ
や
し

村
を
明

る
く
Ｌ

ま
し

よ
う
Ｑ

．※
防
犯

ベ
ル
は
泥
捧

の
一
番
敲

で
す

皆
ん
な
で
設
置
し

ま
し

よ
う
。

※
汽
車
、
自
動
車
や
人

ご
み
の
中

に

は
必
ず
「

ス
リ
」

が
お
り

ま
す
。

饋
中
物
に
は
、
十

分
注

意
し
て
下

さ
い
。

※

銀
行
や

郵
便
局
か
ら

の
帰

り
に
は

「
Ｊ

人
で
歩
か
な
い
よ
う

に
安

全
な

乗
り
物
を
利
用
す
る
こ

と
で
す
。

※
夜
寝
る
前

に
又

外
出
の
時
に
は
も

う
一

度
火

の
元

を
確
め
ま
し

よ
う

以
上
申
し

上
げ
て
旧
年
の
村

民
の
偕

様
の
御
協
力
に
感
謝
し
新
年
の
御

多

幸
を
心

か
ら
御
祈
り
申
し
上
げ

ま
す

蓬
田
警
察
官
駐

在
所
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